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1．はじめに   

去る5月1日に綺穀酌、ら、97年鹿版の「新  

国民蛸弛（ね叩l由しi俺血i∝止OrS：軋けが  

発表されとこれ軋生活や社会関漣の150敏感  

演統計を馳「働く」など8分野こ分類し、全国  

平均を50として分野ごとl瀾ヒしたものであるふ   

本研究でlよこ例旨榛を塾こ各都道府県を、税金  

を収入として、県民こ行政サービスとして還元するシ  

ステムであるとし、どのように効率的こ県見こサービ  

スを与えることができているかという効率性を測定  

する。   

そ破効率性の測定手法としてlよ多入力、多出  

力系のシステムの効率性を“公平’l御するた  

めの手法である旺A法専用いる。   

2．新国民生活指標とは   

生活水準・豊かさを訟封付こ把返するための目安と  

なる生活続計僻系であり、生活†こ牌わる多くの情報を  

個人の生舌感覚を扱こ体系的こ整理して、わかりやす  

くか潮な形働ヒしたものであも   

すなわち、150種の統計指数（主に95年分）を、  

以下のような8一欄頗域を設定して、分類し  

表2－1札18つの活動領域  

97年鹿掛酔おmようになっている。  

表2－2総合指簡順位  

1位：福井   弘．！箔   

2位：・長野   54．（粉   

3位：山梨   53．62  

45位：福岡   47．（冷   

46位：沖縄   47．05   

47位：埼玉   亜．72   

1位の福井県と最下位の埼玉県の領域別数値は以下  

のようになる。  

鱒す  

図2－1福井県の領域別レーダーグラフ  住む  住息住環境∴遡隣杜金劫ロ  、況   

費やす  収入、支出、資鼠消費生活等の状況   

働く  賃象労働時間、就業機会、  
状況   

育てる  （自分の子どものための）育児・教育支出、  
教鞄、    ●況   

癒す  医療、保艶福祉サービス等の状況   

遊ぶ  服余嘲級．    、況   
学ぶ   （成人のための）大学∴載     文  

イ地学習時間などの状況   

交わる  姻胤地域覿竜  一 註どの状況  

癒 す   

図2－2埼玉県の領域別レーダーグラフ   

そして、8一コ乃活動領域それぞ付こ対して、全国平均  

を50として県別lヨ韻酎ヒし、8分野の指標を単紺こ  

平均して高し劾＼ら並べている。  
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3．分析概要  

本研究では、分析対象∂財びノは各都道府県数  

ノ＝l，‥・47となり、入力項鋸打として－よ各都道  

府県の歳入項目の内訳を採翳す＆  

表3－1歳入項目  

係数也ノ（ノ〒1，…，〝）を決めることで求まる。第2   

主成分ろはろとろ倒閣抑0という条件で、ろ  

についでその分散が大きくなる牌こして求められる。  

以降一般にはク（ク＜椚）個の主成分が得られる。こ  

の主成分スコアの内、・寄与率80 

Zf（f＝1，…，∫）を新しく出力項目とする。  

以上より、本研究でのモデ仙ま以下のようになも  

ガリ   地方税   

ズ2ノ   

地梯弓職   

ズ3ノ   地方交付税   

ズ4ノ   国庫支出金   

ズ5ノ   地方債   

ズり   使用料及び手数料  

∫7ノ   雑収入   

maxβ＝  

∑：lVf∫′。  

≦l；（ノ＝l，・‥，〝）  

出力れlこ関してlよPuに用いられる150の指  

標をそのまま使うこととする。しかしながら、【叩こよ  

ると入力の項目数を椚、出力の項目数を∫、n抑  

の数を〃としたとき  

〃≧max〈椚×∫，3（椚＋∫））   

という目安があり、本研究の場合においては、  

血相Uの個勤哨塁間誠県47とあらかじめ決まっ  

ていることから、入力と出力の総柚ま16項目程度が  

望まししヽ  

そこモ閂で提案された手法を参動こ出力項目1狛  

に対して、主成分分析を軌＼あらためて情報を備約  

したものを用いる。  

即ち、出力項目γ少を  

∑ニ1V′ズ少  

Vl，・‥，Ⅴガ，≧0  

叫，…，〟∫≧0  

おわりに  

本論文の意義はこPuに見られるような聯坪均で  

各県の順位を求めるのではなく。拗勤、ら順位  

を求めたことにある。  

また、出力項目に主肋分析を適用し、各県に公平  

な項目を設定したい経済企画庁は町ulよ有識乱  

闘係機関はもとより、国民からの鰍裾案を生かし  

て、さらに珊こあった指標体系となる  

ように改碧こ努めている。」と説明している坑木論  

文が∴改善の－－きっかけにな柑執、であも   
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∑：三1のノ2＝1という条件の下已最知にするように  
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